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論文審査の要旨（400字以内） 

 

破裂性腹部大動脈瘤に対するステントグラフトによる血管内治療（EVAR）の

臨床成績について検討を行った。対象は 2012年 1月から 2017年 3月までの

期間に綾瀬循環器病院において破裂性腹部大動脈瘤に対して緊急で EVAR を

行った 25 例を対象とした。対象患者の平均年齢は 76.4±9.6 歳、男女比は男

性 16例、女性 9例であった。全例、術前に CT検査を実施し、解剖学的適応

について検討を行った。手術は全例ハイブリッド手術室にて施行し、1例を除

き全身麻酔にて手術を施行した。技術的成功率は 96％であった。EVAR が困

難で、開腹手術に移行した症例は 0例であった。病院死亡は 2例（8％）で、

死因は 1例が肺炎、1例が腹部コンパートメント症候群による多臓器不全であ

った。術後に心血管イベントを認めた症例は 0 例であった。過去の開腹手術

による治療成績と比較すると EVAR は治療成績が良好で、破裂性腹部大動脈

瘤に対する治療の第一選択としてなりうるものと考えられた。 
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